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ゆとり世代とは、2002年度から2011年度にかけて⽇本の学校教育で実施された「ゆとり教育」を受けた世代を指します。
⼀般的には、1987年から2003年頃に⽣まれた⼈が該当し、教育内容の⼤幅な⾒直しが⾏われた時期に⼩‧中‧⾼校⽣活を送っ
たことが特徴です。

ゆとり教育の背景
ゆとり教育は、それまでの詰め込み型教育からの脱却を⽬指し、「⽣きる⼒」の育成を中⼼に据えた新たな教育⽅針でした。
学習内容の削減や⼟曜⽇の授業廃⽌（完全週5⽇制の導⼊）などが⾏われ、競争よりも個性や創造性の尊重が重視されました。

ゆとり世代の問題点
このような教育環境で育ったゆとり世代は、柔軟な思考⼒や協調性、情報リテラシーの⾼さなどを備えている⼀⽅で、基礎的
な学⼒や競争意識の低さを指摘されることもあります。社会⼈として職場に加わった後も、合理性やワークライフバランスを
重視し、従来の働き⽅に対して異なる価値観を持つ傾向があります。
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スーパーゆとり世代とは
1995年⽣まれは「スーパーゆとり世代」と呼ばれることがあります。これは、⼩学校から⾼校までの12年間すべてをゆとり教
育のもとで過ごした唯⼀の学年であるためです。この世代は、インターネットやデジタル機器が当たり前の環境で成⻑してお
り、ITツールへの順応性が⾼いことが特徴です。その⼀⽅で、従来型の組織⽂化や上下関係に対して違和感を抱くケースも⾒
られます。

ゆとり世代に対しては賛否両論がありますが、彼らの特性を理解し、強みを活かす視点が求められています。価値観が多様化
する現代において、この世代の柔軟性や創造⼒は、組織にとって重要な資源となる可能性があります。

さとり世代‧つくし世代との違い
さとり世代は、ゆとり世代の後期にあたる層で、経済停滞期に育ったことから、物欲や出世欲が少なく、現実を冷静に⾒つめ
る傾向があります。内⾯の充実や⾃分らしさを重視し、堅実で保守的な価値観を持っています。

つくし世代は、1990年代前半に⼩学校に⼊学した世代で、厳しい家庭環境や社会不安を経験した親を⾒て育ちました。他者へ
の思いやりや協調性が強く、変化に柔軟なバランス感覚を持ち合わせています。
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ゆとり世代は、その教育背景や社会環境の中で育まれた価値観や⾏動特性において、従来の世代とは異なる傾向を持っていま
す。以下、代表的な8つの特徴について解説します。

特徴1. ストレス耐性が低い
ゆとり世代は、過度な競争やプレッシャーを避ける教育環境で育ったため、職場における⾼い緊張感や対⼈関係の摩擦に対し
て、ストレスを受けやすい傾向が⾒られます。

特徴2. 競争よりも協調を重視する
競争を避ける教育⽅針の影響により、強い競争意識や積極的なチャレンジ精神よりも、周囲との調和や協⼒関係を重視する傾
向があります。この価値観は、チームワークや柔軟な対応⼒といった強みにもつながります。
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特徴3. 合理性と効率を重視する
情報に囲まれた時代に育ったことから、必要な情報を⾒極め、効率的に課題を解決しようとする姿勢が強く⾒られます。
ビジネスにおいては、業務の効率化や改善提案などへの意欲が現れます。

特徴4. ⾃⼰表現とアイデアを⼤切にする
個⼈の考えや価値観を尊重する教育環境の中で育ったことから、⾃らのアイデアや意⾒を⼤切にし、独⾃の発想や提案を⾏う
場⾯が多く⾒られます。

特徴5. ワークライフバランスへの意識が⾼い
⽣活と仕事の調和を重視する姿勢が強く、過度な残業や休⽇出勤を避ける傾向があります。⾃⾝の時間や健康を⼤切にする働
き⽅を求める世代です。
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特徴6. 昇進よりも成⻑や適応を重視する
役職や昇進へのこだわりは⽐較的低く、⾃⾝の成⻑実感や仕事内容との適合性を重視します。そのため、転職やキャリアの⾒
直しにも前向きな姿勢を持っています。

特徴7. 多様性や社会課題への意識が⾼い
グローバルな情報環境の中で育ったことにより、ジェンダー、国籍、価値観の違いを受け⼊れる姿勢や、環境問題などの社会
的課題への関⼼が⾼い傾向にあります。

特徴8. デジタル技術との親和性が⾼い
デジタルネイティブ世代として、ITスキルやリテラシーが⾼く、新たなテクノロジーを積極的に活⽤する能⼒に優れていま
す。これにより業務効率化やイノベーションへの貢献が期待されています。
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ゆとり世代と円滑に仕事を進めるためには、彼らの価値観や⾏動特性に即したアプローチが求められます。
以下に、企業‧組織で実践すべき主な接し⽅のポイントを記載します。

ポイント1. 改善策を⼀緒に考える
ゆとり世代は、⾃らの意⾒やアイデアに対する尊重を重視します。改善提案や新しい発想を提⽰された際には、頭ごなしに否
定するのではなく、⼀緒に内容を検討し、ポジティブなフィードバックを⾏うことが重要です。こうした対応により、主体性
や創造⼒をさらに引き出すことができます。

ポイント2. 具体的な指⽰を出す
業務を依頼する際には、納期、成果物の内容、期待する⽔準などを明確に伝えることが求められます。不明点をそのままにし
ない姿勢が、彼らの安⼼感と効率的な業務遂⾏につながります。
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ポイント3. 考え⽅や価値観の違いを受け⼊れる
多様性や国際的な視点に対する感度が⾼い世代であるため、従来の価値観と異なる発⾔や⾏動が⾒られることがあります。こ
れらを排除するのではなく、新たな視点として受け⼊れ、企業の新しい価値創出につなげる姿勢が重要です。

ポイント4. 飲み会‧イベントへの参加を強要しない
ワークライフバランスを重視するゆとり世代は、職場外の飲み会やイベントへの強制的な参加を好まない傾向があります。参
加を強要するのではなく、⾃主的な参加を尊重する⽅針を明確にすることで、信頼関係の構築が促進されます。

ポイント5. 企業理念やビジョンへの共感を育む
ゆとり世代は、組織の理念や社会的意義に共感できるかどうかを重視する傾向があります。企業としての⽅向性や⽬標を明確
に⽰し、個々の業務がその中でどのような意味を持つのかを伝えることが効果的です。
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ポイント6. IT関連の業務でスキルを伸ばす
ITリテラシーに優れた世代であることから、デジタルツールの活⽤や業務のDX推進に積極的に関わることができます。新しい
技術に対する順応性を活かすことで、業務の効率化や新たな価値創出への貢献が期待されます。

ゆとり世代の特性を理解し、新しい価値を創出しましょう
ゆとり世代をはじめとする各世代は、それぞれ異なる教育背景や社会環境の中で育ち、独⾃の価値観や⾏動様式を形成してき
ました。近年の職場では、ゆとり‧さとり‧つくし世代が主⼒となりつつあり、従来のマネジメント⼿法やコミュニケーショ
ンスタイルを⾒直す必要性が⾼まっています。

それぞれの世代の特性を⼀括りにするのではなく、多様な視点や強みとして捉え、柔軟に受け⼊れる姿勢が求められます。世
代の違いを理解することが、新たな価値の創出や持続的な成⻑につながるでしょう。



【免責】

※当資料に従うことで、法令違反がないことを保証する資料ではありません。

※あくまで参考としてご活用いただくことを想定している資料です。また当資料は、表紙下の記載日時

点の内容となっております。最新の情報、実際の制度内容は国の資料等をご確認ください。


